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初
夏
の
陽
気
に
包
ま
れ
、
ま
ば
ゆ
い
新
緑
が
溢
れ
る
東
京
・

日
比
谷
公
会
堂
で
５
月
２７
日
、
全
国
か
ら
市
議
会
議
長
ら
関
係

者
約
１
５
０
０
人
が
参
集
す
る
中
、
全
国
市
議
会
議
長
会
は
第

８５
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
河
野
洋
平
・
衆
議
院
議
長
、
鳩
山
邦
夫
・
総
務
大

臣
を
は
じ
め
、
麻
生
太
郎
・
内
閣
総
理
大
臣
の
代
理
と
し
て
松

本
純
・
内
閣
官
房
副
長
官
を
来
賓
に
迎
え
た
ほ
か
、
江
田
五
月

・
参
議
院
議
長
か
ら
も
定
期
総
会
開
催
を
祝
福
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
華
が
添
え
ら
れ
た
。

総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
役

員
選
考
委
員
会
で
選
考
の
結
果
、
第
５８
代
会
長
に
は
五
本
幸
正

（
ご
ほ
ん
・
ゆ
き
ま
さ
）
富
山
市
議
会
議
長
が
推
薦
さ
れ
、
満

場
一
致
の
賛
意
を
も
っ
て
選
任
さ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
五
本
新
会
長
に
よ
る
議
事
進
行
の
も
と
、

北
海
道
、
東
北
な
ど
全
国
９
部
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
２５
件
に
及

ぶ
要
望
決
議
を
審
議
。
併
せ
て
、
会
長
提
案
に
よ
る
「
地
方
分

権
改
革
の
推
進
」
「
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
」
に
関
す
る
各

決
議
を
審
議
、
原
案
の
と
お
り
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
北
朝

鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
緊
急
決
議
」
も
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
総
会
で
は
、
新
た
に
市
制
施
行
し
た
宮
崎
県
日
南

市
、
鹿
児
島
県
伊
佐
市
の
紹
介
、
正
副
議
長
・
議
員
の
永
年
勤

続
表
彰
が
行
わ
れ
、
３
２
２
１
人
の
該
当
者
が
功
績
を
讃
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
に
よ
る
平
成
２０
年
度
活
動
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
全
日
程
を
終
了
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

６月１５日平成21年
（2009年）

地地方方税税財財源源のの充充実実強強化化をを

第
８５
回
総
会
で
新
会
長
選
任

ご

ほ
ん

ゆ
き

ま
さ

五五
本本
幸幸
正正
氏氏
がが
就就
任任

富
山
市
議
会
議
長

第1727号

藤
田
会
長
あ
い
さ
つ
で
開
会＝

右

五
本
新
会
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け

る
藤
田
前
会
長
（
右
）＝
左
上

五
本
新
会
長
の
万
歳
三
唱＝
左
下

（１） 平成２１年６月１５日 第１７２７号
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第
８５
回
定
期
総
会
は
１０
時
３０

分
、定
刻
ど
お
り
開
会
。来
賓
に
河

野
洋
平
・
衆
議
院
議
長
、鳩
山
邦
夫

・
総
務
大
臣
ら
を
迎
え
、
藤
田
会

長
の
あ
い
さ
つ
で
開
始
さ
れ
た
。

藤
田
会
長
は
、
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
下
で
の
地
方
税
財
政
対
策

に
つ
い
て
「
地
方
の
自
立
を
可
能

と
す
る
地
方
税
財
政
の
充
実
強
化

が
不
可
欠
」
と
強
調
す
る
と
と
も

に
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
伴

い
「
地
方
が
自
ら
の
判
断
と
責
任

の
下
で
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

さ
ら
に
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
市
議
会
議
員
年
金
に

つ
い
て
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り

短
期
間
に
市
町
村
議
会
議
員
が
４

割
も
減
少
し
た
こ
と
が
起
因
と
し

「
合
併
特
例
法
の
中
で
『
国
は
共

済
会
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
』
と
明
記

さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。
国
の
責

任
を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
た
。

次
に
来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、

は
じ
め
に
麻
生
太
郎
・
内
閣
総
理

大
臣
の
代
理
と
し
て
出
席
し
た
松

本
純
・
内
閣
官
房
副
長
官
が
祝
辞

を
代
読
し
た
後
、
河
野
衆
院
議
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
登
壇

し
た
鳩
山
総
務
相
は
「
地
方
が
活

性
化
し
、
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば

国
は
元
気
に
な
ら
な
い
」
と
、
地

方
へ
の
財
政
支
援
策
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
江
田
五
月
・
参
議
院

議
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
た
�
４
・
５
面
に
来
賓
祝
辞
。

次
に
、
昨
年
の
総
会
以
降
、
新

た
に
市
制
施
行
し
た
鹿
児
島
県
伊

佐
市
、
宮
崎
県
日
南
市
の
２
市
が

紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
伊
佐
市
の

丸
田
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
会

長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に

五
本
幸
正
・
富
山
市
議
会
議
長
を

選
任
。
五
本
新
会
長
か
ら
就
任
の

あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た＝

左
。

こ
の
の
ち
表
彰
式
を
行
い
、
永

年
勤
続
の
正
副
議
長
と
議
員
、
３

２
２
１
人
が
表
彰
さ
れ
た
。
正
副

議
長
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
二

階
堂
馨
・
新
発
田
市
議
会
議
長
が
、

議
員
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
柳

坪
進
・
広
島
市
議
会
議
員
が
、
そ

れ
ぞ
れ
五
本
会
長
か
ら
表
彰
状
を

受
領
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
二
階

堂
議
長
が
謝
辞
を
述
べ
た
�
６
面

に
特
別
表
彰
の
受
賞
者
名
。

午
後
の
会
議
で
は
、
地
方
行
政

な
ど
７
委
員
会
の
委
員
長
ら
が
１

年
間
の
活
動
経
過
、
要
望
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
９
部
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
２５
件
を
可

決
。
会
長
提
出
の
「
地
方
分
権
改

革
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
「
地

方
税
財
源
の
充
実
強
化
に
関
す
る

決
議
」
２
件
を
採
択
す
る
と
と
も

に
、
「
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議

す
る
緊
急
決
議
」
を
採
択
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、副
会
長
４
人
、監
事
５
人
が
選

任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
部
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
部
会
長
、理
事
、評

議
員
、
各
委
員
会
委
員
を
選
任
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
分
権
・
道
州
制

調
査
特
別
委
員
会
委
員
が
会
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
会
の

元
会
長
で
現
参
議
院
議
員
の
二
之

湯
智
氏
、
同
小
泉
昭
男
氏
を
顧
問

に
委
嘱
、
前
・
元
会
長
（
い
ず
れ

も
現
職
議
員
）
、
前
副
会
長
（
現

職
議
長
）
と
政
令
指
定
都
市
議
長

の
２５
人
を
相
談
役
に
委
嘱
し
た
。

閉
会
式
で
は
退
任
し
た
前
役
員

５
２
２
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

五
本
会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
に
よ

り
総
会
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

第
５８
代
の
会
長
に
選
任
を
い
た

だ
き
ま
し
た
、
富
山
市
議
会
議
長

の
五
本
幸
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
方
の
全
会
一
致
の
ご
推
挙
に
対

し
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
８
０
６
市
区
が
加
入
す

る
、
歴
史
と
伝
統
と
権
威
あ
る
全

国
市
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
感
激
を
覚

え
る
と
と
も
に
、
大
き
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
歴
代
会
長
さ
ん
の

後
を
受
け
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

藤
田
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
方
分
権
の
推
進
や
地
方
税

財
源
の
充
実
確
保
、
市
議
会
議
員

年
金
財
政
問
題
等
に
つ
い
て
格
段

の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
、
本
会
の
発
展
に
大
い
に
ご
活

躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

後
を
引
き
継
ぎ
ま
す
私
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
こ
の
後
選
ば
れ
ま

す
副
会
長
は
じ
め
、
新
役
員
の
皆

様
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、

皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
ま

す
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
地
方
分
権
の
推
進
は
第

二
期
分
権
改
革
の
只
中
に
あ
り
、

地
方
自
ら
が
創
意
工
夫
で
き
る
税

財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
偏
在

性
の
少
な
い
地
方
税
体
系
を
構
築

す
る
等
、
真
の
地
方
分
権
に
向
け

ま
さ
に
正
念
場
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
市
議
会
議
員
年
金
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
で
「
地
方
議
会

議
員
年
金
制
度
検
討
会
」
が
設
置

さ
れ
、
こ
の
秋
に
も
年
金
財
政
改

善
の
た
め
の
具
体
的
施
策
を
ま
と

め
、
そ
の
上
で
地
方
公
務
員
等
共

済
組
合
法
の
改
正
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

本
会
で
も
、
議
員
年
金
の
安
定

的
運
営
の
確
保
に
向
け
、
全
国
の

市
議
会
が
一
致
団
結
し
て
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
強
力
に
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

私
も
、
こ
れ
ら
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様

方
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
要
約
）

五本 幸正
（ごほん・ゆきまさ）

【略歴】
昭和１２年１月４日生まれ、７２歳。
旧富山市議、昭和５４年４月～平
成１７年３月。富山市議、平成１７年
４月から現在。議長歴、平成７
年５月～９年６月、平成２０年３
月２４日～２１年４月２３日、２１年４
月３０日から現在。富山県出身。

五五
本本
幸幸
正正
会会
長長
就就
任任
ああ
いい
ささ
つつ

「「
地地
方方
分分
権権
改改
革革
のの
推推
進進
」」なな
どど

決決
議議

熱
気
あ
ふ
れ
る
日
比
谷
公
会
堂

開会あいさつする藤田会長

第１７２７号 平成２１年６月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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�
地
方
税
法
に
基
づ
く
還
付
加
算

金
の
割
合
（
率
）
の
引
き
下
げ

（
東
海
）

�
新
た
な
総
合
的
過
疎
対
策（中

国
）

�
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

（
四
国
）

�
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
と

隣
接
地
域
の
振
興
対
策（北

海
道
）

�
市
議
会
議
員
年
金
財
政
に
対
す

る
緊
急
要
望

（
近
畿
）

�
地
域
医
療
体
制
の
充
実
確
保

（
北
海
道
）

�
地
域
医
療
体
制
の
充
実
強
化

（
東
北
）

	
医
療
体
制
の
充
実

（
関
東
）



妊
婦
健
診
に
対
す
る
国
庫
補
助

の
継
続

（
中
国
）

�
地
域
医
療
体
制
の
充
実（
九
州
）

�
少
子
化
対
策
と
し
て
の
財
政
支

援
拡
充

（
北
信
越
）



児
童
扶
養
手
当
の
対
象
拡
大

を
求
め
る
要
望

（
関
東
）

�
教
育
予
算
の
拡
充
及
び
学
級
編

成
基
準
の
見
直
し

（
中
国
）

�
雇
用
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

（
関
東
）

�
緊
急
雇
用
対
策

（
東
海
）

�
水
道
施
設
の
耐
震
化
事
業
に
係

る
補
助
制
度
拡
充

（
四
国
）

�
「
食
の
安
全
」
の
確
保
及
び
消

費
者
・
生
活
者
の
視
点
に
立
っ

た
行
政
の
確
立

（
北
信
越
）

�
日
本
の
農
業
再
生

（
九
州
）

�
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

（
北
海
道
）

�
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

（
北
信
越
）

�
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進（東

北
）

�
四
国
東
南
部
地
域
の
道
路
整
備

（
四
国
）

�
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通
網
の

整
備
充
実

（
九
州
）

�
港
湾
の
整
備
促
進
及
び
機
能
強

化

（
東
北
）

�
安
定
的
な
下
水
道
事
業
の
経
営

持
続

（
東
海
）

世
界
的
な
金
融
経
済
危
機
に
よ

る
景
気
の
悪
化
に
伴
い
、
地
域
経

済
も
不
況
の
度
を
深
め
て
お
り
、

地
方
財
政
は
未
曽
有
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
「
生
活
対
策
」
及

び
「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対

策
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平

成
２１
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に
地

方
交
付
税
を
１
兆
円
追
加
計
上
す

る
な
ど
に
よ
り
、
地
方
財
政
運
営

に
対
す
る
支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、「
経
済
危
機
対
策
」
と

し
て
策
定
さ
れ
た
平
成
２１
年
度
補

正
予
算
案
で
は
、
地
方
公
共
団
体

に
対
す
る
配
慮
と
し
て
「
地
域
活

性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」

及
び
「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
」
の
創
設
に
よ

り
約
２
・
４
兆
円
を
計
上
す
る
な

ど
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
支
援

策
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、こ
れ
ま
で
地
方
が
強
く

訴
え
て
き
た
地
方
交
付
税
の
復
元
・

増
額
や
緊
急
経
済
対
策
の
早
期
実
施

の
要
請
に
も
応
え
る
も
の
で
あ
り
、

高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現

下
の
地
方
財
政
は
、
景
気
悪
化
に
伴

う
大
幅
な
税
収
減
や
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
嵩

な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
。

地
方
自
治
体
が
、
今
後
も
市
民

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保

し
、
安
全
・
安
心
の
実
現
と
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
が

不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地

方
の
再
生
と
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
下
記
事
項
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

１
�
地
方
交
付
税
の
増
額

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

地
方
財
政
計
画
に
地
方
の
財
政

需
要
を
適
切
に
反
映
し
、
総
額

を
増
額
す
る
こ
と
。

２
�
地
方
税
源
の
充
実
強
化

地
方
が
担
う
べ
き
事
務
と
責

任
に
見
合
う
よ
う
、
国
税
と
地

方
税
の
税
源
配
分
を
ま
ず
は
５

対
５
と
す
る
こ
と
。

そ
の
際
、
地
方
消
費
税
の
充

実
な
ど
偏
在
性
の
少
な
い
地
方

税
体
系
の
構
築
に
最
優
先
で
取

り
組
む
こ
と
。

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

は
、
こ
れ
ま
で
の
二
次
に
わ
た
る

勧
告
に
続
き
、今
後
、分
権
型
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
税
財
政
構
造
の
構

築
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
進
め
、

第
３
次
勧
告
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、こ
れ
ら
の
勧
告
を
踏
ま
え
、

政
府
に
お
い
て
は
、

地
方
分
権
改
革
推
進

計
画
を
作
成
し
、
平
成
２１
年
度
中

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
「
新
分
権

一
括
法
案
（
仮
称
）」を
国
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

地
方
分
権
改
革
の
目
標
は
、

「
国
が
決
め
て
地
方
が
従
う
」
と

い
う
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
か
ら
の

転
換
を
図
り
、
地
方
の
役
割
を
拡

大
し
て
地
域
の
個
性
を
活
か
し
活

力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
地
方
が
自
ら
の
判
断
と
責
任

の
下
で
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

併
せ
て
、
地
方
分
権
改
革
の
進

展
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
の
自

己
決
定
・
自
己
責
任
の
範
囲
が
拡

大
す
れ
ば
、
住
民
代
表
と
し
て
の

意
思
決
定
機
関
で
あ
る
地
方
議
会

の
役
割
は
一
層
重
要
性
を
増
す
こ

と
に
な
る
。
地
方
議
会
が
住
民
の

負
託
に
応
え
、
そ
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
議

会
の
自
主
性
・
自
律
性
を
高
め
、

各
議
会
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

自
ら
の
判
断
に
よ
り
権
能
を
行
使

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
下

記
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。記

１

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見

直
し
と
権
限
・
事
務
・
財
源
の

一
体
的
な
移
譲

２

国
と
地
方
の
二
重
行
政
の
解

消
等
に
よ
る
行
政
の
簡
素
化

３

「（
仮
）
地
方
行
財
政
会
議
」

の
法
律
に
よ
る
設
置

４

地
方
議
会
の
権
能
強
化

総
会
で
は
、
会
長
提
出
議
案
２
件
と
、
９
部
会
か
ら
の
提
出
議
案
２５

件
が
審
議
、
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
７
月
１５
日
の
理
事
会
で
所
管
の

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
要
望
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ

か
、「
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
緊
急
決
議
」
が
可
決
さ
れ
た
。
各

部
会
の
要
望
事
項
、
会
長
提
出
決
議
は
次
の
と
お
り
。

決決
議議
、、９９
部部
会会
提提
出出
議議
案案
をを
可可
決決

地地
方方
分分
権権
改改
革革
のの
推推
進進
にに
関関
すす
るる
決決
議議
（（要要旨旨））

地地
方方
税税
財財
源源
のの
充充
実実
強強
化化
にに
関関
すす
るる
決決
議議
（（全全文文））

議案説明担当市の各議長

（３） 平成２１年６月１５日 第１７２７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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た
だ
い
ま
ご
紹
介
を
頂
き
ま
し

た
内
閣
官
房
副
長
官
の
松
本
で
ご

ざ
い
ま
す
。
麻
生
総
理
は
本
日
、

国
会
対
応
の
た
め
出
席
が
叶
い
ま

せ
ん
。
か
わ
り
に
祝
辞
を
私
が
代

読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
社
会
の
最
前
線
で

ご
尽
力
頂
い
て
い
る
皆
様
方
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

現
在
の
経
済
危
機
は
、
世
界
同

時
不
況
か
つ
１
０
０
年
に
一
度
の

規
模
の
も
の
で
す
。
地
域
の
最
前

線
に
お
ら
れ
る
皆
様
方
は
、
こ
の

不
景
気
を
肌
で
感
じ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
は
昨
年
８
月
以
来
、
事
業
総

額
７５
兆
円
の
三
段
ロ
ケ
ッ
ト
の
経

済
対
策
を
打
ち
、
こ
れ
を
着
実
に

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
で

特
に
、
地
方
を
重
点
と
し
て
い
ま

す
。

具
体
的
に
は
、
地
方
が
自
由
に

使
え
る
６
０
０
０
億
円
の
臨
時
交

付
金
、
別
枠
で
の
地
方
交
付
税
の

１
兆
円
増
額
、
高
速
道
路
料
金
の

休
日
１
０
０
０
円
、
総
額
２
兆
円

の
定
額
給
付
金
な
ど
の
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
地
域

の
経
済
対
策
や
住
民
へ
の
生
活
支

援
な
ど
に
つ
い
て
、
着
実
に
成
果

を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
な
お
我
が
国
の
経
済

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
４
月
、
新
た
に
経

済
危
機
対
策
を
策
定
し
、
補
正
予

算
を
国
会
に
提
出
致
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
地
方
に
関
し
ま
し
て

は
、
公
共
事
業
の
地
方
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
１
兆
４
０
０
０
億
円

の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。
各
自
治
体
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、こ
れ
ら
の
交
付
金
を
活
用
し

て
頂
く
と
と
も
に
、
事
業
の
早
期

実
施
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
元
気
で
あ

る
た
め
に
は
、
各
地
域
の
市
町
村

長
が
地
域
の
経
営
者
と
し
て
方
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
権
限
と
責
任
を

持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
地
方

分
権
で
す
。

分
権
型
社
会
が
目
指
す
べ
き
国

の
形
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
基
礎

自
治
体
と
し
て
の
市
町
村
の
役
割

は
さ
ら
に
増
大
し
、
市
町
村
議
会

の
責
任
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
議

長
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

住
民
の
代
表
と
し
て
議
会
の
権
能

を
ま
す
ま
す
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
要
約
）

一
言
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
地
方
自
治
の
発

展
、
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に

不
断
の
努
力
を
続
け
て
お
ら
れ
ま

す
市
議
会
議
長
の
皆
様
方
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

昨
今
で
は
特
に
、
本
年
１
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、

戦
後
最
大
の
下
げ
幅
を
記
録
す
る

と
い
っ
た
、
極
め
て
深
刻
な
景
気

低
迷
の
中
に
あ
っ
て
、
各
自
治
体

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
厳
し

い
経
済
状
況
や
雇
用
情
勢
の
改
善

の
た
め
、
日
夜
ご
苦
心
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

国
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
の

不
況
を
全
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
乗
り

切
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
必
要
な

施
策
を
で
き
る
だ
け
早
く
つ
く
り

上
げ
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
こ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
地
方
分
権
の
改
革
を
総

合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
地
方
分
権
改
革
推

進
法
は
、
平
成
２２
年
３
月
末
で
３

年
間
の
施
行
期
間
が
終
了
す
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に

政
府
は
、
法
制
上
あ
る
い
は
財
政

上
の
措
置
を
定
め
た
地
方
分
権
改

革
推
進
計
画
を
つ
く
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
同

計
画
は
も
と
よ
り
、
地
方
が
主
役

の
国
づ
く
り
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
活
発
な
議
論
を
行
い
、
地

方
分
権
改
革
が
き
ち
ん
と
進
展
し

て
い
く
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
み
、
ま
ち
づ
く

り
に
自
治
体
が
知
恵
比
べ
を
す
る

時
代
に
な
り
ま
す
と
、
地
方
議
会

の
活
性
化
、
改
革
を
求
め
る
市
民

の
声
も
大
き
く
強
い
も
の
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
個
々
の
議

員
の
皆
さ
ん
に
も
、
地
方
自
治
を

第
一
線
で
担
う
政
治
家
と
し
て
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た

め
、
よ
り
一
層
の
自
己
研
鑽
が
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
皆
様

方
の
ご
努
力
を
、
心
か
ら
期
待
致

し
ま
す
。

（
要
約
）

分分
権権
型型
社社
会会
がが
目目
指指
すす
べべ
きき
国国
のの
形形

〔
祝
辞
〕

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

（
松
本
純
・
内
閣
官
房
副
長
官
代
読
）

地地
方方
がが
主主
役役
のの
国国
づづ
くく
りり
をを
実実
現現
へへ

〔
祝
辞
〕

衆
議
院
議
長

河
野

洋
平

第１７２７号 平成２１年６月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
第
８５
回
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
て
、
日

頃
か
ら
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
皆
様
方
に
対
し
て
、
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

ま
ず
、
議
員
年
金
制
度
の
安

定
、
こ
れ
は
今
、
総
務
省
の
検
討

会
で
検
討
さ
せ
て
お
り
ま
す
が
、

絶
対
に
重
要
で
す
。
数
年
前
に
フ

ラ
ン
ス
へ
参
り
ま
し
た
際
、
現
地

の
方
が
言
い
ま
し
た
。
「
議
員
年

金
は
、
国
で
も
地
方
で
も
、
と
て

も
大
事
だ
。
し
っ
か
り
と
し
た
年

金
制
度
、
安
定
制
度
が
な
け
れ

ば
、
優
れ
た
人
材
が
議
員
に
な
っ

て
く
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。

私
は
そ
う
い
う
社
会
で
あ
っ
て

欲
し
い
、
そ
う
い
う
国
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
そ
う
思
っ
て
お

り
ま
す
。
優
れ
た
人
材
に
議
員
と

な
っ
て
頂
く
た
め
に
も
、
年
金
制

度
が
安
定
で
き
る
よ
う
に
研
究
さ

せ
て
い
こ
う
と
、
そ
う
思
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
麻
生
総
理
大
臣
は

自
ら
総
務
大
臣
を
２
年
以
上
に
わ

た
り
経
験
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

地
方
の
実
情
に
非
常
に
詳
し
く
、

ま
た
危
機
感
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
「
地
方
を
活
性
化

さ
せ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」
「
地

方
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
こ

の
国
は
元
気
に
な
ら
な
い
」
と
い

う
、
総
理
の
信
念
は
揺
ら
ぐ
こ
と

な
く
、
常
に
私
に
と
っ
て
は
最
大

応
援
団
長
と
し
て
、
ご
支
援
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
回
、
平
成
２１
年

度
の
地
方
財
政
計
画
あ
る
い
は
予

算
と
い
う
面
で
、
１
兆
円
の
地
方

交
付
税
の
特
別
の
上
乗
せ
を
し
て

頂
い
た
。
こ
の
こ
と
は
麻
生
総
理

の
決
断
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

５
０
０
０
億
円
は
、
２
年
間
限
り

で
は
あ
り
ま
す
が
雇
用
に
使
っ
て

頂
く
。
あ
と
の
５
０
０
０
億
円

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
財
政
需
要

に
全
て
染
み
込
ん
で
お
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
は
未
来
永
劫
続
い
て
い

く
。
ま
さ
に
麻
生
総
理
の
決
断
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
地
域
力
創
造
プ
ラ
ン
、

「
鳩
山
プ
ラ
ン
」
な
ど
と
勝
手
に

呼
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

１
つ
重
要
な
の
は
定
住
自
立
圏
構

想
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
ご
承

知
の
よ
う
に
、
中
心
市
と
周
辺
市

町
村
が
個
別
契
約
を
結
ん
で
、
全

体
と
し
て
人
口
が
増
え
て
い
く
と

い
う
仕
組
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
定
住
自
立
圏
構
想
と
い
う
の

は
、
壮
大
な
取
り
組
み
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
を
お

進
め
頂
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
辺
地
、

過
疎
地
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
あ

る
い
は
純
粋
な
農
村
地
帯
を
ど
う

す
る
か
。
こ
れ
は
鳩
山
プ
ラ
ン
の

目
玉
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
住
民
票
を
移
し
て
地
方
、
地

域
へ
入
っ
て
頂
い
て
、
少
な
く
と

も
１
年
は
住
ん
で
頂
く
と
。
こ
れ

は
３
０
０
人
か
ら
始
め
ま
す
が
、

３
年
後
に
は
３
０
０
０
人
あ
る
い

は
５
０
０
０
人
規
模
で
実
施
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
発
展
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
、
こ
う
思
っ

て
お
り
ま
す
。

１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
金
融

危
機
の
な
か
、
現
在
、
国
会
で
は

補
正
予
算
の
審
議
中
で
ご
ざ
い
ま

す
。
予
算
額
は
真
水
で
１５
兆
４
０

０
０
億
円
。
そ
し
て
、
事
業
規
模

で
は
５６
兆
８
０
０
０
億
円
、
こ
の

よ
う
な
大
規
模
の
補
正
予
算
は
今

ま
で
に
な
か
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
１
０
０
年
に
一
度
の

経
済
金
融
危
機
で
あ
る
以
上
、
史

上
最
大
の
作
戦
を
と
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
す
。
こ
の
史
上
最
大
の

作
戦
が
経
済
危
機
克
服
の
た
め
に

見
事
機
能
で
き
ま
す
よ
う
に
、
我

々
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
要
約
）

全
国
市
議
会
議
長
会
第
８５
回
定

期
総
会
が
盛
会
の
う
ち
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

出
席
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
る

べ
き
と
こ
ろ
、
本
日
は
参
議
院
本

会
議
の
た
め
出
席
で
き
ず
、
残
念

で
す
。

ご
列
席
の
皆
様
は
日
夜
、
市
民

の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
市
民
生
活

の
向
上
に
力
を
尽
く
さ
れ
な
が

ら
、
市
議
会
の
か
じ
取
り
や
市
政

の
チ
ェ
ッ
ク
に
意
を
用
い
て
お
ら

れ
ま
す
。
同
じ
議
会
運
営
の
責
任

者
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
ご
労
苦

に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
、
議
会
へ
の

長
年
の
ご
貢
献
に
よ
り
、
栄
え
あ

る
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
様
に
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
議
会
は
、
地
域
住
民
に
と

っ
て
最
も
身
近
な
議
会
で
あ
り
、

地
方
自
治
の
根
幹
、
す
な
わ
ち
民

主
主
義
の
原
点
で
す
。
中
で
も
市

議
会
は
、
市
町
村
合
併
の
進
行
に

よ
り
カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
が
っ

て
お
り
、
市
民
生
活
に
与
え
る
影

響
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
定
額
給
付
金
の
審
議
の

た
め
、
日
曜
日
に
市
議
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
議
長
選
で
所
信
表
明

会
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
議
会
改

革
の
試
み
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
討
議
や
論
戦
を
通

じ
妥
協
点
を
探
り
、
成
案
を
得
る

と
い
う
議
会
の
特
質
を
生
か
し

て
、
議
会
が
よ
り
一
層
市
民
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
、
議
長
の
皆
様
の

ご
手
腕
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
夏
、
私
は
地
元

岡
山
県
内
の
全
て
の
市
町
村
長
を

訪
ね
、
地
方
の
厳
し
い
現
状
を
伺

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
首
長
だ
け

で
な
く
、
議
長
の
皆
様
も
、
こ
の

大
変
な
苦
境
に
深
く
悩
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
国
と
地
方
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
国
会
で
も
将
来

世
代
の
た
め
真
摯
に
議
論
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
が
、
市
議
会
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
な
お
一
層
の
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
全
国
市
議
会
議
長
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
列
席

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈

念
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し

ま
す
。

参
議
院
議
長

江
田
五
月

民
主
主
義
の
原
点
は
地
方
議
会

参
議
院
議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

地地
方方
がが
元元
気気
でで
なな
けけ
れれ
ばば
国国
はは
病病
むむ

〔
祝
辞
〕

総
務
大
臣

鳩
山

邦
夫

（５） 平成２１年６月１５日 第１７２７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
正
副
議
長
８
年
以
上
】

▽
網
走
�
宮
川
隆
昌
▽
新
発
田
�

二
階
堂
馨
▽
菊
川
�
寺
本
達
良
▽

嘉
麻
�
坂
口
政
義
▽
竹
田
�
古
井

久
和
▽
鹿
屋
�
西
園
孝
行

【
議
員
４５
年
以
上
】

▽
大
東
�
岩
淵
弘
▽
広
島
�
柳
坪

進【
議
員
４０
年
以
上
】

▽
大
船
渡
�
村
上
健
一
▽
新
宿
�

久
保
合
介

【
議
員
３５
年
以
上
】

▽
宮
古
�
田
中
尚
▽
気
仙
沼
�
菅

原
勝
一
▽
三
浦
�
岩
野
匡
史
▽
千

葉
�
宍
倉
清
�
▽
野
田
�
石
山
�

▽
摂
津
�
柴
田
繁
勝

山
本
善
信

▽
神
戸
�
北
山
順
一
▽
御
所
�
安

川
勝

村
上
豊
一
▽
府
中
�
能
島

和
男
▽
庄
原
�
平
山
俊
憲
▽
下
松

�
渡
�
敏
之
▽
菊
池
�
横
田
輝
雄

【
議
員
３０
年
以
上
】

▽
札
幌
�
伊
与
部
年
男

佐
藤
美

智
夫
▽
函
館
�
北
原
善
通
▽
室
蘭

�
桜
場
政
美

大
友
勇
▽
北
見
�

宮
沢
祐
一
郎
▽
留
萌
�
野
崎
良
夫

▽
紋
別
�
佐
藤
留
次
▽
砂
川
�
北

谷
文
夫
▽
黒
石
�
村
上
隆
昭
▽
北

上
�
鈴
木
健
策
▽
久
慈
�
宮
澤
憲

司

城
内
仲
悦
▽
遠
野
�
佐
々
木

煕
▽
仙
台
�
池
田
友
信
▽
多
賀
城

�
竹
谷
�
昭
▽
秋
田
�
相
原
政
志

▽
大
館
�
畠
澤
一
郎
▽
鶴
岡
�
中

澤
洋
▽
新
庄
�
齋
藤
義
昭

渡
部

平
八
▽
上
山
�
菊
池
喜
英
▽
福
島

�
阿
部
儀
平
▽
郡
山
�
渡
辺
隆
弘

▽
喜
多
方
�
山
口
和
男
▽
新
潟
�

松
原
藤
衛
▽
新
発
田
�
二
階
堂
馨

▽
見
附
�
井
上
慶
輔
▽
富
山
�
五

本
幸
正
▽
氷
見
�
森
越
林
太
郎
▽

金
沢
�
井
沢
義
武
▽
七
尾
�
石
倉

喜
一
▽
輪
島
�
大
畑
豊
▽
大
野
�

砂
子
三
郎
▽
中
野
�
青
木
豊
一
▽

青
梅
�
井
村
英
廣
▽
府
中
�
小
野

寺
淳
▽
国
分
寺
�
星
文
明
▽
国
立

�
高
原
幸
雄
▽
福
生
�
小
野
沢
久

▽
武
蔵
村
山
�
竹
原
キ
ヨ
ミ
▽
多

摩
�
菊
池
富
美
男
▽
新
宿
�
松
ヶ

谷
ま
さ
お
▽
台
東
�
藤
平
一
雄

茂
木
孝
孔
▽
墨
田
�
中
村
光
雄

西
原
文
�
▽
江
東
�
堀
川
幸
志
▽

大
田
�
永
井
敬
臣
▽
杉
並
�
小
泉

や
す
お

太
田
哲
二
▽
北
�
木
元

良
八
▽
練
馬
�
武
藤
昭
夫
▽
足
立

�
鹿
浜
清

白
石
正
輝

田
中
章

雄

濱
�
健
一
▽
横
浜
�
嶋
村
勝

夫

花
上
喜
代
志

小

幡
正
雄
▽
平
塚
�
後
藤

輝
彦
▽
藤
沢
�
鈴
木
明

夫
▽
小
田
原
�
細
田
常

夫
▽
相
模
原
�
山
岸
一

雄

菅
野
通
子
▽
水
戸

�
須
能
昭
一

松
本
勝

久
▽
土
浦
�
折
本
明

沼
田
義
雄
▽
常
総
�
堀

越
道
男
▽
つ
く
ば
�
石

川
千
之
▽
足
利
�
長
岡

正
幸
▽
栃
木
�
慶
野
昭

次
▽
日
光
�
登
坂
理
平

▽
真
岡
�
西
田
一
之
▽

川
越
�
佐
藤
恵
士
▽
秩

父
�
今
井
武
藏
▽
越
谷

�
今
野
忠
雄
▽
和
光
�

山
本
軍
四
郎
▽
新
座
�
小
鹿
伸
衛

朝
賀
�
義
▽
北
本
�
高
橋
節
子

中
山
敬
弘
▽
千
葉
�
糸
日
谷
義

男
▽
銚
子
�
三
浦
眞
清
▽
船
橋
�

石
川
敏
宏
▽
木
更
津
�
前
田
清
治

三
上
和
俊
▽
松
戸
�
谷
口
薫
▽

成
田
�
越
川
富
治
▽
佐
倉
�
冨
塚

忠
雄
▽
旭
�
神
子
功
▽
八
千
代
�

海
老
原
�
義

松

井
秀
雄
▽
匝
瑳
�

林
日
出
男
▽
香
取

�
根
本
太
左
衛
門

▽
静
岡
�
沢
入
育

男

鈴
木
和
彦

剣
持
邦
昭
▽
三
島

�
金
子
正
毅
▽
富

士
�
松
本
貞
彦
▽
裾
野
�
小
澤
良

一
▽
名
古
屋
�
浅
井
日
出
雄

荒

川
直
之
▽
津
島
�
杉
山
良
介
▽
桑

名
�
飯
田
一
美
▽
鈴
鹿
�
森
義
明

市
川
義
�
▽
岐
阜
�
近
藤
武
男

松
岡
文
夫

服
部
勝
弘

堀
田

信
夫
▽
大
垣
�
高
畑
正
▽
多
治
見

�
森
壽
夫
▽
羽
島
�
不
破
啓
司
▽

大
阪
�
加
藤
正
武

太
田
勝
義
▽

池
田
�
内
藤
勝
▽
吹
田
�
山
本
力

由
上
勇
▽
泉
大
津
�
小
林
修
平

小
西
日
出
夫
▽
高
槻
�
久
保
隆

夫
▽
貝
塚
�
尾
崎
義
彦

新
川
節

雄
▽
守
口
�
澤
井
良
一

硲
利
夫

▽
枚
方
�
堀
井
勝
▽
八
尾
�
平
田

正
司

伊
藤
輝
夫

垣
内
博
美
▽

寝
屋
川
�
北
野
志
郎

山
本
三
郎

安
田
勇
▽
松
原
�
辻
本
正
明
▽

門
真
�
大
本
郁
夫
▽
藤
井
寺
�
石

田
隼
人
▽
京
都
�
井
上
�
一
郎
▽

宇
治
�
浅
見
健
二
▽
八
幡
�
橋
本

宗
之
▽
彦
根
�
成
宮
祐
二
▽
神
戸

�
田
中
健
造
▽
尼
崎
�
�
岡
一
郎

▽
西
宮
�
嶋
田
克
興
▽
高
砂
�
生

嶋
洋
一

池
本
晃

中
須
多
門
▽

大
和
郡
山
�
東
川
勇
夫
▽
海
南
�

前
田
雄
治
▽
米
子
�
遠
藤
通
▽
松

江
�
出
川
修
治

中
村
晴
洋

加

藤
滋
夫
▽
出
雲
�
寺
田
昌
弘
▽
倉

敷
�
大
本
芳
子
▽
玉
野
�
熊
澤
義

郎

小
泉
馨
▽
広
島
�
種
清
和
夫

月
村
俊
雄
▽
尾
道
�
宇
円
田
良

孝
▽
呉
�
岩
原
椋
▽
宇
部
�
田
中

敏
弘
▽
徳
島
�
隅
倉
純
爾
▽
丸
亀

�
倉
本
清
一
▽
坂
出
�
冨
岡
利
昭

▽
松
山
�
中
西
智
▽
今
治
�
井
出

健
司
▽
高
知
�
岡
村
康
良
▽
宿
毛

�
中
川
貢

西
村
六
男
▽
室
戸
�

林
竹
松
▽
福
岡
�
大
森
哲
也

石

村
一
明

小
石
原
淳
一

稲
員
大

三
郎

津
田
た
か
し

川
上
義
之

▽
中
間
�
中
家
多
恵
子
▽
太
宰
府

�
武
藤
哲
志
▽
長
崎
�
深
堀
義
昭

▽
玉
名
�
堀
本
泉

中
川
潤
一
▽

別
府
�
首
藤
正
▽
中
津
�
村
上
猛

荒
木
ひ
ろ
子
▽
佐
伯
�
戸
山
盛

喜
▽
日
向
�
荻
原
紘
一
▽
南
さ
つ

ま
�
相
星
二
三
夫
▽
垂
水
�
川
畑

三
郎

特特
別別
表表
彰彰
受受
賞賞
者者
正
副
議
長
８
年
以
上

議
員
３０
年
以
上

定
期
総
会
で
の
正
副
議
長
、
議
員
の
永
年
勤
続
表
彰
者
は
、
特
別
表
彰
、
一
般
表
彰
合
わ
せ
て
３
２
２

１
人
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

◆
特
別
表
彰
▽
正
副
議
長
８
年
以
上
�
６
人
▽
議
員
４５
年
以
上
�
２
人
▽
同
４０
年
以
上
�
２
人
▽
同
３５
年

以
上
�
１４
人
▽
同
３０
年
以
上
�
１
８
９
人
▽
同
２５
年
以
上
�
８２
人
▽
同
２０
年
以
上
�
１
２
０
人

◆
一
般
表
彰
▽
正
副
議
長
４
年
以
上
�
８８
人
▽
議
員
１５
年
以
上
�
３
３
６
人
▽
同
１０
年
以
上
�
２
３
８
２
人

本
紙
で
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
特
別
表
彰
の
正
副
議
長
８
年
以
上
、
議
員
３０
年
以
上
の
受
賞
者
所

属
議
会
と
氏
名
を
掲
載
し
ま
す
。
（
敬
称
略
、
５
月
２７
日
の
定
期
総
会
時
の
被
表
彰
者
名
簿
順
）

議
員
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
受
領
す
る

柳
坪
進
・
広
島
市
議
会
議
員
（
右
、
議
員

４５
年
以
上
で
特
別
表
彰
を
受
賞
）

全表彰受賞者を代表して謝
辞を述べる二階堂馨・新発
田市議会議長（正副議長８
年以上で特別表彰を受賞）
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総
会
で
は
新
役
員
を
選
任
し
た

ほ
か
、
元
会
長
で
現
参
議
院
議
員

の
二
之
湯
智
氏
、
同
小
泉
昭
男
氏

を
顧
問
に
、
前
会
長
は
じ
め
元
会

長
、前
副
会
長
、指
定
都
市
市
議
会

議
長
を
相
談
役
に
委
嘱
し
た
。
新

役
員
の
氏
名
等
は
次
の
と
お
り
。

◇
会
長
�
五
本
幸
正
（
富
山
市
）

◇
副
会
長
�
宮
�
弥
麿（
福
井
市
）、

篠
�
光
男
（
宇
都
宮
市
）、長
野
操

（
松
阪
市
）、宮
武
博
（
岡
山
市
）

◇
監
事
�
獅
畑
輝
明
（
赤
平
市
）、

藤
田
昭
（
弘
前
市
）
、
橋
本
和
信

（
奈
良
市
）
、
泉
雄
二
（
宇
和
島

市
）
、
進
藤
健
介
（
唐
津
市
）

◇
顧
問
�
二
之
湯
智（
参
議
院
議

員
、元
会
長
）、小
泉

昭
男（
同
）

◇
相
談
役
�
藤
田
�

之
（
広
島
市
、前
会
長
）、�
山
�

（
北
九
州
市
、
元
会
長
）
、
藤
川

智
美
（
盛
岡
市
、同
）、嶋
村
勝
夫

（
横
浜
市
、
同
）
加
賀
谷
正
美
（
秋

田
市
、
前
副
会
長
）、石
川
隆
二

（
川
越
市
、
同
）
、
山
本
秀
明
（
和

泉
市
、
同
）、
近
藤
強（
高
知
市
、

同
）
、
札
幌
、
仙
台
、
新
潟
、
横

浜
、
川
崎
、
さ
い
た
ま
、
千
葉
、

静
岡
、
浜
松
、
名
古
屋
、大
阪
、堺
、

京
都
、神
戸
、岡
山
、北
九
州
、
福

岡
―
の
１７
の
政
令
指
定
都
市
議
長

総
会
終
了
後
、
地
方
行
政
、
地

方
財
政
、
社
会
文
教
、
産
業
経
済
、

建
設
運
輸
の
５
委
員
会
は
、
日
比

谷
公
会
堂
で
合
同
会
議
を
開
き
、

各
正
副
委
員
長
を
選
任
し
た
。

各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
氏

名
、
所
属
議
会
は
次
の
と
お
り
。

◇
地
方
行
政
委
員
会

委
員
長
�

野
々
下
重
夫
（
寝
屋
川
市
）
、
副

委
員
長
�
小
塩
作
馬
（
加
賀

市
）
、
三
重
野
精
二
（
由
布
市
）

◇
地
方
財
政
委
員
会

委
員
長
�

岡
孝
志
（
大
洲
市
）
、
副
委
員
長

�
泉
二
良
（
熊
谷
市
）
、
遠
藤
嘉

昭
（
宮
若
市
）

◇
社
会
文
教
委
員
会

委
員
長
�

二
瓶
雄
吉
（
釧
路
市
）
、
副
委
員

長
�
川
島
や
す
ゆ
き
（
稲
城
市
）、

山
縣
喜
義
（
高
梁
市
）

◇
産
業
経
済
委
員
会

委
員
長
�

中
島
武
津
雄
（
飯
田
市
）
、
副
委

員
長
�
志
賀
直
哉
（
塩
竈
市
）
、

青
木
賢
次
（
萩
市
）

◇
建
設
運
輸
委
員
会

委
員
長
�

川
島
啓
司
（
牧
之
原
市
）
、
副
委

員
長
�
菅
井
儀
一
（
酒
田
市
）
、

西
山
八
郎
（
南
国
市
）

な
お
、国
会
対
策
委
員
会
、地
方

分
権
改
革
・
道
州
制
調
査
特
別
委

員
会
の
正
副
委
員
長
は
、
後
日
招

集
す
る
最
初
の
委
員
会
で
選
任
。

地
方
六
団
体
の
代
表
者
は
５
月

２７
日
、
首
相
官
邸
で
麻
生
太
郎
・

内
閣
総
理
大
臣
と
面
談
し
た
の

ち
、
「
国
・
地
方
の
定
期
意
見
交

換
会
」
に
臨
ん
だ
。

本
会
か
ら
は
、
同
日
の
本
会
定

期
総
会
で
第
５８
代
会
長
に
選
任
さ

れ
た
五
本
幸
正
・
会
長
が
出
席
。

麻
生
総
理
へ
、
地
方
公
共
団
体
金

融
機
構
が
６
月
１
日
に
設
立
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
改
革
を

強
力
に
推
進
す
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
国
・
地
方
の
定
期
意
見

交
換
会
で
五
本
会
長
は
、
「
地
方

税
財
源
の
充
実
強
化
」
「
地
方
分

権
改
革
の
推
進
」
の
２
点
を
要

望
。
こ
の
２
点
に
つ
い
て
は
、
五

本
会
長
が
本
会
定
期
総
会
へ
決
議

案
と
し
て
提
案
し
、
満
場
一
致
の

賛
意
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
て
い
る

�
決
議
は
３
面
に
掲
載
。

五
本
会
長
は
、
政
府
側
代
表
と

し
て
出
席
し
て
い
た
河
村
建
夫
・

内
閣
官
房
長
官
、
鳩
山
邦
夫
・
総

務
相
兼
地
方
分
権
改
革
相
、
与
謝

野
馨
・
経
済
財
政
相
ら
に
対
し
、

地
方
交
付
税
の
総
額
を
増
額
す
る

よ
う
訴
え
た
。ま
た
、地
方
議
会
の

権
能
強
化
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

５
月
２８
日
、
自
民
党
本
部
で
開

か
れ
た
「
日
本
経
済
再
生
戦
略
会

議
」
に
五
本
会
長
が
出
席
し
た
。

同
会
議
は
、
政
務
調
査
会
の
下

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
会
長
を
町

村
信
孝
・
前
官
房
長
官
が
務
め
て

い
る
。
今
年
の
３
月
１０
日
に
初
会

合
を
開
い
て
以
来
、
１
０
０
年
に

一
度
と
い
わ
れ
る
経
済
状
況
の
難

局
に
対
応
す
る
た
め
、
精
力
的
に

意
見
交
換
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
日
、
出
席
し
た
五
本
会
長

は
、
党
内
で
も
各
分
野
に
精
通
し

た
実
力
者
に
対
し
、
地
方
経
済
の

窮
状
を
訴
え
た
う
え
で
、
国
会
で

審
議
中
の
平
成
２１
年
度
補
正
予

算
、
併
せ
て
関
連
法
案
の
早
期
成

立
を
求
め
た
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
総
額
の
増
額
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
方
財
政
の
運
営
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
、
特
段
の
配
慮
を
講

じ
る
よ
う
求
め
た
。

な
お
、
２１
年
度
補
正
予
算
に

は
、
地
方
向
け
の
対
策
と
し
て

「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時

交
付
金
」
「
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
の
創
設

が
示
さ
れ
て
お
り
、
成
立
す
れ
ば

約
２
・
４
兆
円
の
予
算
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

正正
副副
委委
員員
長長
をを
選選
任任

５
委
員
会
が
合
同
会
議

麻生総理と面談
五本会長が地方分権要請

補
正
予
算
早
期
成
立
を

五
本
会
長
が
自
民
戦
略
会
議
で

新新
役役
員員
をを
選選
任任

顧
問
、相
談
役
も
委
嘱

麻
生
総
理
に
面
談
す
る
五
本
会
長
（
上
写
真
、
右
）
ら

六
団
体
代
表
。
国
と
地
方
の
意
見
交
換
会
に
出
席
す
る

五
本
会
長
（
下
写
真
、
右
か
ら
３
人
目
）

選任された新役員

自民党の日本経済再生戦略会議に
出席する五本会長（左）
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市
議
会
議
員
共
済
会
は
５
月
２８

日
、東
京
・
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会

館
で
第
９８
回
代
議
員
会
を
開
き
、

新
役
員
�
下
掲
�
を
選
任
し
た
。

共
済
会
の
会
長
に
は
、
共
済
会

定
款
の
定
め
に
よ
り
、
全
国
市
議

会
議
長
会
の
新
会
長
に
選
任
さ
れ

た
五
本
幸
正
・
富
山
市
議
会
議
長

が
就
任
し
た
。

議
員
年
金
問
題
が
正
念
場
を
迎

え
る
な
か
、
会
議
冒
頭
あ
い
さ
つ

で
五
本
会
長
は
、
「
市
議
会
議
員

年
金
財
政
が
危
機
的
状
況
に
立
ち

至
っ
て
い
る
。
議
員
年
金
問
題
は

私
ど
も
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要

な
問
題
」
と
強
調
し
た
。

会
議
で
は
、
前
会
長
の
藤
田
�

之
・
広
島
市
議
会
議
長
が
市
議
会

議
員
共
済
会
の
特
別
顧
問
へ
就
任

す
る
こ
と
と
、
総
務
省
の
検
討
会

に
引
き
続
き
委
員
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
同
検
討

会
で
は
、
年
内
に
も
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
る
予
定
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
年
金
給

付
の
資
金
に
充
て
ら
れ
る
「
給
付

経
理
」
、
共
済
会
の
事
務
費
用
に

充
て
ら
れ
る
「
業
務
経
理
」
そ
れ

ぞ
れ
の
平
成
２０
年
度
会
計
決
算
�

左
表
�
を
認
定
し
た
。

【
市
議
会
議
員
共
済
会
新
役
員
】

▽
会
長
�
五
本
幸
正
（
富
山
市
）

▽
副
会
長
�
福
井
久
男
（
佐
賀

市
）

▽
理
事
�
堀
江
洋
（
石
狩
市
）
、

平
向
岩
雄
（
新
庄
市
）
、
富
永
芳

夫
（
小
浜
市
）
、
山
口
金
光
（
秦

野
市
）
、
佐
藤
善
一
（
関
市
）
、

塩
田
善
弥
（
近
江
八
幡
市
）
、
高

田
和
博
（
岩
国
市
）
、
近
藤
強
（
高

知
市
）
、
深
沢
と
し
さ
だ
（
新
宿

区
）

▽
監
事
�
川
村
博
通
（
山
陽
小
野

田
市
）
、
富
永
栄
一
（
学
識
経
験

者
）

（
５
月
２８
日
現
在
）

総
務
省
は
、
５
月
２９
日
、
「
地

方
議
会
議
員
年
金
制
度
検
討
会
」

（
座
長
�
大
橋
洋
一
・
学
習
院
大

学
法
務
研
究
科
教
授
）
第
２
回
会

議
を
東
京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル

で
開
い
た
。
本
会
か
ら
は
、
藤
田

�
之
・
市
議
会
議
員
共
済
会
特
別

顧
問
（
広
島
市
議
会
議
長
）
が
委

員
と
し
て
出
席
し
た
。

第
２
回
は
、
事
例
を
交
え
た
地

方
議
会
議
員
の
活
動
実
態
報
告
、

前
回
１８
年
検
討
会
で
の
財
政
収
支

見
通
し
の
検
証
報
告
な
ど
が
さ
れ

た
。
検
討
会
見
通
し
に
乖
離
が
生

じ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
予
想
以

上
の
会
員
数
減
や
報
酬
増
と
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
収
入
が

乖
離
し
た
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
市
・
町
村
共
済
会
の
２３

年
度
か
ら
２０
年
間
の
財
源
不
足
額

を
２
７
６
３
億
円
と
試
算
、
こ
の

財
源
不
足
改
善
方
策
の
必
要
性
及

び
議
員
年
金
を
廃
止
す
る
場
合
の

課
題
も
指
摘
し
た
。

検
討
会
で
は
、
藤
田
特
別
顧
問

が
、
現
在
の
掛
金
率
の
限
界
論
を

強
調
す
る
と
と
も
に
、
「
合
併
特

例
法
の
規
定
で
は
、
国
は
共
済
会

の
運
営
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を

講
じ
る
と
な
っ
て
い
る
。
国
は
ど

の
よ
う
に
措
置
す
る
か
を
問
い
た

い
」
と
求
め
た
。

（
検
討
会
議
事
録
は
、
総
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
）

全
国
市
議
会
議
長
会
と
市
議
会

議
員
共
済
会
と
の
合
同
に
よ
る

「
議
員
年
金
対
策
会
議
」
（
座
長

�
五
本
幸
正
会
長
）
の
第
１
回
会

議
が
東
京
・
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー

会
館
で
開
か
れ
た
。

同
会
議
は
、
総
務
省
に
設
置
さ

れ
た
「
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度

検
討
会
」
に
お
け
る
議
論
と
平
行

す
る
形
で
協
議
を
行
い
、
議
員
年

金
の
長
期
的
安
定
の
た
め
の
具
体

的
方
策
等
を
検
討
す
る
。
こ
の
日

の
会
議
で
は
、
本
年
１１
月
ま
で
の

間
、
５
回
程
度
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
検
討
会

の
審
議
状
況
を
見
据
え
、
１８
年
改

正
に
お
け
る
問
題
点
の
明
確
化
と

検
証
、
合
併
特
例
法
の
規
定
に
基

づ
く
国
の
激
変
緩
和
措
置
が
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ

れ
た
。

２２００
年年
度度
決決
算算
をを
認認
定定

議
員
共
済
会
が
代
議
員
会
開
く

議議
員員
年年
金金
対対
策策
会会
議議
がが
初初
会会
議議

２０
年
間
の
財
源
不
足
額
を
試
算

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
検
討
会

平成２０年度 市議会議員共済会決算 （要旨）
（平成２１年３月３１日現在）

給付経理（給付に要する費用） （単位：千円）
１ 収支の状況

４２，０５６，２８３

１９，０４０，６３５
１８，４６３，２３８
３，４８０，１１０
４４７，８９９

５１，０１５，３９９

３７，９２１，８８７
７９７，１１８

１０，９５１，１９３
５６，９０２

１，１４６，０００

（３）収支損益額 （（１）―（２）） △８，９５９，１１６
平成２０年度は収入総額より支出総額の方が上回ったた

め、８９億５，９１１万６千円の当期損失金となった。このため、
前年度の給付積立金４４０億９，５４２万８千円を取り崩して平成
２０年度の給付に要する費用の不足金に補てんした。これに
より、平成２１年度に繰り越した給付積立金は３５１億３，６３１万
２千円となった。

２ 主な資産の内訳
６，６０４，５３３
５，１９２，１９２
２，００１，１００
２１，４６０，２６４

業務経理（事務に要する費用） （単位：千円）
１ 収支の状況

２９２，７９８

２９０，２５１

２，１６３
３８４

２５１，０７８

９２，７１５
４３，９３５
１１４，４２８

（３）収支損益額 （（１）―（２）） ４１，７２０
平成２０年度は収入総額の方が支出総額より上回ったた

め、４，１７２万円の当期利益金となった。このため、前年
度の剰余金２億３，０９８万７千円に当期利益金を上乗せし
た。これにより、平成２０年度に繰り越した剰余金は２億
７，２７０万７千円となった。

（１）収入総額
（主な収入の内訳）

給付費負担金
掛 金
特 別 掛 金
利息及び配当金

（２）支出総額
（主な支出の内訳）

退 職 年 金
退職一時金
遺 族 年 金
遺族一時金
財政調整拠出金

預 金
投資有価証券
有価証券信託
生 命 保 険

（１）収入総額
（収入の内訳）

事務負担金
議員一人当たり１３，０００円×議員定数

利息及び配当金
雑 益

（２）支出総額
（支出の内訳）

役員報酬及び職員給与
旅費及び事務費
そ の 他

ア
イ
ウ
エ

ア
イ
ウ
エ
オ

（１）
（２）
（３）
（４）

ア

イ
ウ

ア
イ
ウ

共
済
会
の
新
会
長
に
就
任
し
た

五
本
・
富
山
市
議
長
が
あ
い
さ
つ

第１７２７号 平成２１年６月１５日 （８）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報


	１面
	２面
	３面
	４面
	５面
	６面
	７面
	８面

